








学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学 位暖 与年 月 日
学 位授 与 の条件
研 究 科 専 攻









(障 害 科 学)
医 博(障)第108号
平 成20年3月25日




への参加が参加者 自身の社会 ・身体的健康 および
QOLに 与える影響
論 文 審 査 委 員
(主 査)
教授 永 富 良
教授 辻 郎
教授 出 水 伸 一
一473一
論 文 内 容 要 旨
目 的
本研 究 は,高 齢者 の介護予防推進 ボ ランテ ィアへの参加 に よる社会 ・身体 的健康 およびQOL
への影響 につ いて,1年 聞の縦断 データを もとに一般の高齢者 との比較 に よって明 らかにす るこ
とを目的 と した。
方 法
面接調査 は宮城県 の農村地区で2003年(初 回調査),2004年(追 跡調査)の2回 実施 した。対
象者 は70-84歳 で あ った。 介護 予防推進 ボラ ンテ ィアの募集 を行 い,性 別,年 齢,老 研式活動
能力指標 の手 段的 自立 をマ ッチ ング変数 と し,介 護予 防推進 ボラ ンテ ィア参加者69名 と無 作為
に抽 出 された一般高齢者138名 を分析対象者 とした。研究デザイ ンは,ケ ース1に 対 しコン トロー
ル2を 抽 出す るマ ッチ ングを したコホー ト研究 と した。 従属変数 は,社 会 ・身体 的健康指標 およ
びQOL指 標 を取 り上 げた。分析で は,従 属変数の変化 の有無(維 持 ・改善者 と低下者)を ロジ
ステ ィック回帰分析 によ り求 めた。
結 果
介 護 予 防 推 進 ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 群 で は,コ ン トロ ー ル 群 に 比 べ て,知 的 能 動 性(OR;4.75,
95%CI:1.53-14.70),社 会 的 役 割(OR:2.92,95%CIl1.04-8.19),経 済 的 ゆ と り 満 足 度(OR:
2.93,95%CI:1,06-8.09),近 所 と の 交 流 頻 度(OR:3.79,95%CIl1.25-11.51)の 各 項 目 に お
い て 低 下 が 有 意 に 抑 制 され て い た 。
結 論
高齢者の介護予防推進ボランティア活動への参加は,地 域在宅高齢者の高次の生活機能やソー
シャルネ ッ トワークの低下 を抑制 する ことが示唆 された。
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審 査 結 果 の 要 旨
本研究は,高 齢者が介護予防推進ボランティア活動 に参加す ることが,参 加高齢者の社会 ・身
体的健康およびQOLの 改善 ・維持に関与するという仮説を検証するために,宮 城県農村地域在
住高齢住民を対象にした1年 間の縦断調査を行 ったコホー ト研究である。対象は,同 地区の介護
は へ
予 防推進 ボ ランテ ィア参加者69名 と,性 別,年 齢,老 研式活動能 力指標 の手段 的 自立 をマ ッチ
ング変 数 と し同地 区よ り無作為に抽出 し,ケ ース1に 対 しコン トロール2を 抽 出す るマ ッチ ング
を した対 照 の一般 高齢 者138名 であ った。2003年 と2004年 に面接調査 を行 い,社 会 ・身体的健
康指 標 およびQOL指 標の変化 の有無(維 持 ・改善者 と低下者)を 比較 した。 その結果,介 護 予
防推進 ボラ ンテ ィア参加群では,コ ン トロール群 に比 べて,知 的能動性,社 会的役割,経 済 的ゆ
と り満足度,近 所 との交流頻 度の各項 目において1年 間に渡 る低下 が有意 に抑制 されていた こと
を明 らか に した。
本研 究 は高齢 者が介護予防推進 ボランテ ィア活動 に参加 し役割 を持 つ ことが,参 加者本人 の高
次 の生 活機能 や社会的つなが りが失 われ ることが抑制 される ことを検証 した社会 的意義 の大 きい
論文 で ある。 よ って本論文 は博士(障 害科学)の 学位論文 として合格 と認 ある。
一 一475一
 
